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１ 研究の概要 

エネルギーデバイスへの応用を目指したイオン導電性薄膜として、ナフィオンに代表されるフッ素高分子電

解質、フッ素を含まない炭化水素系高分子電解質が数多く検討されている。特に芳香族基を主な構成成分と

する炭化水素系高分子電解質は、合成が容易で構造の自由度が高く、薄膜(10ミクロン以下)にしても高い機械

強度を保持できる、などフッ素系高分子にはない優れた特徴を持ち国内外で活発に行われているが、化学安

定性や機械強度、透過イオン選択性など複数の機能を発現するための分子設計指針が明確になっていない。

特にイオン導電率や化学安定性を両立するアニオン導電性薄膜はほとんどなく、高いポテンシャルを活かして

エネルギー変換デバイス分野を揺るがす革新的な技術として成長できていない。本研究では申請者が世界に

先駆けて提案したイオン導電性薄膜に関する分子設計指針を活用し、これまで達成が困難とされてきた①アニ

オン薄膜の高性能化と高耐久化の両立、②異種材料(金属触媒)との界面構築による電気化学反応の高活性

化、③燃料電池デバイスへの応用展開を検討した。具体的には、役割を明確に分担させた成分からなる三元

共重合高分子化合物において共重合配列や高次構造を構築し、物質移動を制御した。新規アニオン薄膜を電

極触媒と組み合わせたアルカリ形燃料電池を構築し、性能と耐久性を評価した。 
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